
 

 

消費税への怒りを総選挙で示そう 

「消費税は社会保障のためー」と言いながら、実際は社会保障を次々に改悪しているのが、

これまでの自民党政治であり、さらに民主党政権もそれに続く改悪を進めました。 

総選挙を前にして巣鴨駅頭宣伝では、「年金が少なく、月に 20日間アルバイトをして生活し

ているがカツカツです。消費税が上がったらとてもやっていけない。増税中止を訴えている人

を国会に出すしかない」「消費税を上げるのは困る。年金がすくなくて生活が大変なんだ。維新

の会がいいと思っていたが（消費税あげるのだったら）考えなくちゃ」などの怒りの対話がす

すみました。この上、先の国会で成立した社会保障改悪の推進にはさらなる怒りが湧いてきま

す。それを下の表で紹介しました。 

社会保障に関する政策・態度 

民主党 最低保障年金創設や後記高齢者医

療制度廃止の公約投げ捨て。医療・

介護の給付範囲を縮小し生活保護

切り下げなどの大改悪を民自公3党

で合意 

自民党 「自助」を基本とする社会保障大改

悪の「基本法案」を 3党合意に盛り

込む。生活保護バッシングを繰り広

げ、給付の 1割引き下げを主張 

公明党 消費税増税と社会保障切り捨ての 3

党合意を「リードしました」と誇る 

日本共産党 2 段階でヨーロッパ並みの水準へ拡

充。医療の窓口負担や介護の利用料

は無料化。最低保障年金を確立。障

害者支援の抜本的新法を制定。保育

所の待機児童解消 

国民の生活

が第 1 

具体的な政策を示さず。ナショナル

ミニマムを保障している国の補助

金の廃止、一括交付金化を主張 

みんなの党 社会保障関係費を約 6.3兆円も削減

する「予算組み替え動議」を提出（3

月 8日） 

日本維新の

会 

 

生活保護の切下げ、「混合診療の解

禁」「軽傷患者の自己負担増」主張 
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11・22、47回目ファイブデー（寝屋川） 

 

埼玉の会が総会を開催 新たに 3つの会誕生 

11月 24日、総会では高原常任世話人から総

選挙で増税中止を掲げる政党の前進をーとあ

いさつ。最初に不公平税制をただす会の管隆徳

氏からの講演で学習。そのあと片山常任世話人

から「草の根の力を合わせ、消費税中止の意思

を選挙で示そう」と題する提案と報告が行われ

ました。参加者からはそれぞれの会の活動が報

告され、新たに誕生した蕨市の塚越の会へ全国

の会から「のぼり旗」が寄贈されました。さら

にこの総会後開かれた民主団体の集会で、新し

い会づくりの訴えが行われ、草加市で松原の会

と住吉の会が、川口市では老健みぬまの会と 3

つの会が一気に誕生しました。 

草の根活動 

交流ＮＥＷＳ 

 

11月 22日第 47回目ファイブデーには 10

人が参加し、「総選挙で増税ストップさせる

国会をつくりましょう」と訴えました。 



 


